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訳注 

本書は、プロマジシャンでありメンタリストの MARK STRIVINGSが 30

年にわたって演じて来たパーラー向けのメンタルカードマジックを集めたも

のです。そのどれもが何らかのギャフデックを使うという珍しいコレクショ

ンで、PREMONITION、５０－５０、MENE-TEKEL、新 BRAINWAVE

などの様々なギャフデックの作り方と活用法を解説しています。 

例えば、「ULTIMATE INVSIBLE BRAINWAVE：アルティメイト・イン

ビジブル・ブレインウエーブ」デックは、通常は２６枚しか見せられない

ところが３９枚のカードを見せられ、且つデックの両面を見せられるという

もので、ある条件つきながらアイデアが面白いです（そのデックを作るのに

は手間がかかりますが、手間をかける価値はあると思います）。 

基本はパーラーでの演技を前提としていますが、クロースアップでも出来る

ものもありますので是非チャレンジしてみてください。レギュラーデックし

か使わないというピュアリストの方にも、いろいろなアイデアがあり、参考

になると思います 

 

はじめに 

「STAND-UP MENTALISM WITH PLAYING CARDS」にようこそ。こ

の本は完成までに３０年かかりましたが、ついに私のこの種のすべてのマジ

ックをひとつにまとめることが出来てうれしいです。 

長年にわたり、自分のローカルエリアで活躍するメンタリスト達といろいろ

なことを話しあってきましたが、共通する話題は自分のショーの観客の人数

についてでした。それにより演目も変わります。私の場合は、ディナーやラ

ンチの後の演技が多いので、４０～１００人といったところですが、これは

我々が「パーラー」と呼ぶタイプのショーとなります。この規模では例外は

あるものの、クロースアップものは出来ません。 

クロースアップの環境ですと、プレイングカードは場所も取りませんし、観

客も一般的に知っているものであり使えます。見せられるカードマジックの

数・種類も無数にあります。しかしながら、いざスタンドアップでプレイン

グカードを使って演じるものとなると、なかなか無いのです。多くのメンタ

リスト達がやるものといえば、「TOSSED OUT DECK」であり、HOYの



クラシックはどのプログラムに入れてもおかしくありません。しかしそれ以

外には、あまり無いのです。 

私は長年にわたって、そのような環境でも使えるプレイングカードを使った

メンタルマジックを創って来ました。それらを集めたのが、この本です。そ

れらは難しいスライハンドなどは使わない、易しく出来るものです。「取り

出してすぐ行う」タイプのマジックであり、私のスーツケースの中にいくつ

も入れてあり、実際の演技の時が来たら何にするかをその場で決められるよ

うになっています。 

ただ、易しい分、これらのマジックにはいろいろな程度の事前準備が必要で

す。それでも一度準備してしまえば、最小限の手間でリセットが出来るもの

ばかりであり、私にはどれも強力な現象であると思えます。あなたの個性を

吹き込んでくれれば、どれもあなたの手の中で不思議な現象を起こします。 

これらはすべて私が演じて成功を収めてきたものであり、何かあなたの気に

入るものがあることを期待しています。 

 

パーラーメンタリズムを始める前に（要約） 

読めば分かるように、この本にあるマジックに使うのは細工をしたギャフデ

ックであり、デックを客にあらためさせることは出来ません。純粋なカード

マンはこうしたマジックは敬遠するでしょうが、そういう人にはパーラーで

のカードを使ったメンタルマジックの面白さが分かっていない人達も多いの

です。こうしたマジックについての私の考え方をここで述べてみたいと思い

ます。 

パーラーマジックでは、ステージにパフォーマーと客が１人というケースが

クロースアップよりも多くなります。クロースアップでは複数の客とのやり

取りもあり、使う道具を客があらためる機会はより多くなりますが、ステー

ジでは客は観客に見られていることもあり、無理やり道具に触ろうとするこ

とはないのです。 

パーラーマジックの場合は、パフォーマーがステージに立ったらクロースア

ップのような客との気楽なやり取りは、時として演技の進行を乱してデッド

タイムさえ作りかねません。観客の目に心地よい進行のペースをキープする

ことが大切になります。そして、この本で使うデックのほとんどは客に渡し



ませんが、ステージの客の近くで裏表を見せるので、それで十分となりま

す。 

私は、プレイングカードだけを使ってパーラーショーを行うパフォーマーを

１人知っていますが、この本のデックは１つの用途に使うものが主なので、

彼の場合はいくつものマジックをやる都合上、使うのはレギュラーデックで

す（もっとも、しっかりとスタックしてありますが）。 

レギュラーデックであっても彼は演技の中で、デックを客に十分にあらため

させるようなことはしません。ショーの進行がそれを許さないように組まれ

ているのです。 

ですから、この本のデックも「十分にあらためなくて良いのか？」と考える

必要はありません。私には、ステージではパフォーマーと観客の（使うのは

普通のデックだという）暗黙の了解のようなものが支配するように思えるの

です。 

この本のデックの用途が限定されるという事は、ショーの手順を考えること

と関係してきます。もっとも私の場合は、日ごろから特定のマジックの組み

合わせを作っておくとかいう事はあまりなく、ショーの長さや演技環境によ

って考えていきます。そして、すべてをメンタルカードマジックとすること

はないので、本書の個別のデックの出番は十分にあるのです。 

これらのデックを使ったマジックの効果は強力であり、とても受けるものだ

と思っているのですが、レクチャーなどをすると、奇妙なことに必ず「その

デックで他のマジックは出来るのか？」とか、「そのデックでは、１つのマ

ジックしか出来ないね」などという声が聞こえます。 

しかし、それは「パーラーマジック」におけるカードマジックを理解してい

ないものだと思います。私は、演技環境にあったショーのイメージと流れを

考えて、ある場面でたまたまプレイングカードを使ったマジックをやるので

あって、そのカードでいくつもマジックを演じることは考えていないので

す。私は RICKY JAY やMARTIN NASH のようなカードの名人ではな

く、彼らのようにショーのすべてを観客を飽きさせずにプレイングカードだ

けで乗り切ることは出来ません。また、いつもショーの後の帰りの車の中

で、「あれをした方が良かった」などと反省する人間です。私のショーで観

客が退屈しないようにいろいろな変化を付けたいのです。その中にプレイン

グカードを使ったマジックがあるということです。 

私は皆さんのショーの手順に口を出すことは出来ません。「TARBELL 



COURSE」などの教科書に「マジックとショーマンシップ」などのショー

の構成の基本的な考え方が説明されています。 

私は自分の「パーラーショー」の手順を特定のマジックの連続とは考えず

に、特定の場面の連続と捉えています。例えばそれは「OPENER」（スター

ト）であり「CLOSER」（フィニッシュ）です。私はそれぞれに１つのマジ

ックを決めておくのではなく、１つ以上のマジックを会場に持って行き、客

層や会場の雰囲気などに応じて一番良さそうなものを使います。そして、

「OPENER」と「CLOSER」の間の各場面に対しても、選択肢を用意して

おきます。つまり、私は実際にショーで使う数以上のマジックを何時も用意

して、それぞれのショーに備えているのです。当然、その中にはプレイング

カードを使ったマジックがある訳です。ショーの各場面にこうした選択肢を

持っておくことは、少なくとも私にとっては安心で演技の自由度が確保され

ます。 

ショーの手順における各場面の役割には、前記の「OPENER」と

「CLOSER」のほかにも、「少し不思議さのレベルを上げるもの」、「大きく

レベルを上げて盛り上げるもの」、「一息つかせるもの」などがあり、それら

がつながってショーを構成します。この構成は私のどんなショーでも基本的

に同じであり、その場面にどのマジックを割り当てるかという作業だけで

す。プレイングカードを使うとなれば、用意している中から適切なものを選

んで演じるだけです。 

以上のような状況の中で、レギュラーデックを使う必要があるでしょうか？ 

客に渡せるデックを使う必要があるでしょうか？ 答えはいずれも「いい

え」です。用途が１つしかないデックを使ってはいけないのでしょうか？ 

これも答えは「いいえ」です。 

ショーの中のある場面に適するかどうかが基本的な問題であり、少なくとも

その取扱いにおいて観客の疑念を引き起こさないようなデックであれば、何

を使おうがまったく問題ありません。デックをケースから取り出して何気な

く示し、シャフルしてカットして見せれば良いのです。客に渡して調べさせ

る必要はありません。なお、この本にあるデックは皆、すぐにリセットが出

来る所も良い点です。 

かなり昔に以上のようなことに確信を持ってから、私の演技は大きく変わり

ました。そしてそれは良い方向に変わったのです。ギャフデックででしか出

来ないミラクルもあるのです。うまく使えば、効果絶大です。 



ただ、明らかにプロのマジシャンと分かる人でもこの類のデックをいくつも

続けて使う人がいますが、それは間違いです。１つのマジックが終わる度に

違うデックをまた取り出してくるというのは、誠に奇妙なことで怪しさいっ

ぱいです。クロースアップでも、不釣り合いに大きなケースを持って来て、

１つのマジックが終わるとデックをカードケースに入れてそのケースに入れ

てまた次のデックを取り出して来るのを繰り返すパフォーマーがいますが、

これも疑問です。違うデックを使うべき観客にも納得性のある理由がある場

合以外は、大いに疑問です。 

この本にあるデック達もそのような使い方は前提にしていないのです。１つ

のショーでプレイングカードを使ったマジックが２つあったとしても、それ

らが連続しないようにすれば用途が１つだけのデックを２つ使っても問題は

起きません。 

この本では、一般的な道具ではなく特別な用途に使うデックを扱いますが、

それらは難しい技法の要らないセルフワーキング的なものです。準備に時間

がかかる物もありますが一度手間をかければ良く、演技においては仕事のほ

とんどをデックがやってくれます。 

また、メンタリズムにおけるプレイングカードの使用についてのエッセイ

は、是非読んでおいてください。 

なお、私が使うデックはすべて同じ色とデザインの裏模様のものにしていま

す。こうしておくと、ショーの中で２つ目のメンタルカードマジックをやる

時に、私がまた前と同じデックを取り出したかのように観客が思ってくれる

ことを期待出来るからです。この本の中には、裏の色の違う２つのデックを

使うものもありますが、一方のデックには同じ法則が適用されます。 

以上で私の基本的考え方は述べましたので、いよいよ個別のマジックを見て

行きましょう。楽しんでください！ 

A PERFECT MATCH （BY MARK STRIVINGS） 

パーフェクトマッチ 

これは過去数年間のレクチャーでは取り上げられましたが、本に掲載される

のは初めてです。 

１９８８年頃に考案し、ごく限定版として商品化したものです。それ以来理

由は不明ですが、１９９９年にこのデックを私の道具箱の中で再度見つける



まで、忘れていました。しかし、その後は再び私のショーの中でも使って、

好評を得ているものです。 

これは易しい「クイック」（短時間で終わる）エフェクトです。「クイック」

ではありますが、私のショーの中では大きなシナリオの中で完璧な一部分を

構成し、不思議なカードの予言を実現します。 

また、このエフェクトをその場で繰り返すことが出来るようにした GREGG 

TOBO のアディションも紹介します。まずは私のエフェクトから見て行き

ましょう。 

（現象） 

デックを取り出し、シャフルします。次に裏の色が違う１枚のカードを取り

出して、表を見せずにテーブルに置きます。客に１枚のカードを選ばせます

が、フォースではありません。テーブルのカードと客のカードを開けてみる

と、完全にマッチしているのです！ 

（やり方） 

―以下省略― 

 

 

 

A P M―REMATCHED！（BY GREGG TOBO） 

リマッチッド 

GREGG TOBO は DENVER地区のとても才能あるマジシャンで、前記の

エフェクトに「繰り返しの演技」を可能にする素晴らしいアイデアを加えて

くれました！それを皆さんに紹介するのを許してくれた GREGGに感謝し

ます。 

裏の色が違う２つのデックが見せられてシャフルされます。（仮に）青裏デ

ックから１枚のカードが選ばれて、フェースを見せないでテーブルに置かれ

ます。赤裏デックからも１枚のカードが選ばれますが、両者は完全にマッチ

するのです。これはすぐ繰り返して見せることが出来ます！ 



（やり方） 

上記の例で使う赤裏デックは、前述の「A PERFECT MATCH」（APM）

デックです。 

もう一方の青裏デックには、 

―以下省略― 

 

 

 

 

 

CHALLENGE “NAME-A-CARD！” 

（BY MARK STRIVINGS） 

ネイム・ア・カード 

これは当初は私の本「TO PAY THE PRICE」（１９９７年）に発表したも

のですが、アップデートしてここに新たに解説しました。この「小さな宝石

のようなエフェクト」については、詳細まで書くのは初めてです。以前の記

述には書かなかった重要な点についても、ここでは書いておきました。なぜ

私がその点を今まで書いて来なかったかというと、次のような経験をしたか

らです。 

１９９６年頃に ALBUQUERQUE（アルバカーキ：アメリカの工業都市）

で行ったレクチャーのビデオテープ（VHSです。覚えていますか？）を、

BRIAN FLORAの分と一緒に販売しました。その中でこのエフェクトの説

明でそれ以後語ることがなくなったある点も含めて詳しく説明したつもりだ

ったのですが、結果は多くの人からの戸惑いの声となって返って来たので

す。 

私にはどうして皆さんが理解出来なかったのかよく分からないのですが、私

の説明がまずかったのかもしれません。それ以後は、その点についてはあえ



て触れないようにしてきましたが、私がいつも使っている大切なことなので

ここには書いておきます 

（現象） 

赤裏デックと青裏デックを見せます。客に１枚のカードを自由に言わせた

ら、パフォーマーは赤裏デックのトップからカードを１枚ずつ表向きで配っ

て行きます。客に、自分のカードが見えたらストップと言うように指示しま

すが、カードを全部配っても客はストップと言いません。カードは５１枚し

かなく、客のカードだけがないのです！ 

パフォーマーは、ショーに来る前に家で１枚の赤裏カードを青裏デックの中

に入れて来たと言います。青裏デックをケースから取り出して調べると、１

枚だけ赤裏のカードが見つかります。それが客のカードなのです！ 

（やり方） 

―以下省略― 

 

 

 

 

 

 

ONE DECK PREMONITION （BY MARK STRIVINGS） 

ワンデック・プリモニッション 

タイトルは「PREMONITION」となっていますが、厳密には EDDIE 

JOAEPH のクラシックとは違います。ただ、よく似た現象です。オリジナ

ルの基本的要素のほとんどは取り入れていますが、ギャグも入れて若干ひね

ることでこのトリックを可能にしています。このやり方の大きな利点は、１

つのデックしか使わず、しかも表も裏も見せられることです。難しい計算も

なく、９５％の仕事はデックがやってくれます。 



（現象） 

パフォーマーは 1 組のデックを取り出したら、客に自由に１枚のカードを言

わせます。パフォーマーは、演技の前にデックから１枚のカードを抜き出し

て、他のデックの１枚を入れておいたと説明します。デックを裏向きで広げ

ると、１枚だけ裏の色違いのカードがあります。そのカードを抜き出してテ

ーブルに置きます。パフォーマーは、「カードは完璧な順番で並んでいる」

と言います。つまり、スート毎にカードがA からK まで順番に並んでいる

と言い、デックの表を見せると確かにカードは順番に並んでいますが、１枚

だけ抜けています。それが客のカードなのです。その他のカードはハッキリ

とすべて見せることが出来ます。 

「もし、テーブルのカードがあなたのカードであったら驚きですよね？」と

聞くと、客はうなずきます。そのカードを開けて見ると、フェースには「あ

なたのカード！」と書いてあります。観客は「なーんだ」と思います。しか

し、パーフォーマーは確かにデックから抜けているのは客のカードであるこ

とを確認させてから、ポケットから１枚のカードを取り出します。それが客

のカードなのです！ 

（やり方） 

これは最初の準備には少し時間がかかりますが、一度出来てしまえば毎回の

演技の後のリセットには５秒もかかりません。 

―以下省略― 

 

 

 

 

 

 

 

 



USING PLAYING CARDS IN MENTALISM 

（メンタリズムでカードを使うことについてーエッセイ要約） 

メンタリズムの世界には、決して意見がまとまらないいくつかの問題があり

ます。メンタリズムの演技においてプレイングカードを使うことも、その１

つです。私は、それ以外では紳士的な人が、この問題になると極めて強硬で

ケンカ腰にさえなるのを見て来ました。 

それは実は結論は単純で、当たり前のことなので、そんなことでいがみ合う

のは馬鹿げた話なのです。これから私の考えを述べたいと思います。 

しかし、これは「既に同意している人を説得する」ようなものかもしれませ

ん。つまり、本書の読者の皆さんは私同様にメンタリズムの演技でプレイン

グカードを使うことに抵抗の無い人達だと思うからです。そうでなければ、

あなたのお金と時間をこの本に費やしたりしませんよね。プレイングカード

を使うことに反対の人は、この本を疫病のように避けていることでしょう。 

この問題に関していろいろ言われますが、つまるところは 1つの理由だけで

す。メンタリズムでプレイングカードを使うことに反対の人達は、彼らが観

客にカードトリックをやっていると思われたくないという事なのです。 

カードを使うという事は、当然ながら何らかのトリックを行うということな

ので、こうした人達にとっては問題となるのです。私が言いたいのは、「そ

の人達にとって問題になる」のであって、「観客にとっては問題ではない」

という事です。それがポイントです。 

「一般的なマジック」と違ってメンタリズムは正しく演じると、今起きてい

る現象がトリックではなく本当に（何かの力で）起きたと思われることがあ

ります。もしマインドリーディングトリックをとても巧妙に演じれば、パフ

ォーマーは本当に心を読めるのだと信じる人が出て来るでしょう。しかし、

カードトリックを超常現象と見る人はいないでしょう。驚くべき現象、信じ

られないような現象かもしれませんが、本物の超常現象とは見てくれませ

ん。それが「プレイングカードを使わない」ことにつながるのです。使わな

い人たちは、常に自分の演技を「本物」として見てもらいたいのです。「演

技を常に本物として売る」のが良いのかどうかはまた別の議論となりますの

で、ここではこれ以上は語りませんが、とにかくそれがプレイングカードそ

のものを使わない理由であることは間違いありません。 



しかし興味深いのは、この議論の中で「プレイングカードを使う」派の人達

も多いという事実です。私の友人のメンタリスト RICK MAUEは「メンタ

リズムでプレイングカードを使う５２の理由」というエッセイまで書いてい

ます。 

私もメンタリズムで「プレイングカードを使う」派ですが、それらのエフェ

クトについては私なりの基準を設けています。と言うのは、私も私の行うも

のを単なる「カードトリック」とは見て欲しくないからです。でもそれは、

「プレイングカードを使わない」ことにはつながらないのです。 

―以下省略― 


